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   ２０２０年１２月９日 

コマニー株式会社 

品質保証本部（兼）ＩＳＯ管理室 

坂本 豊伸          

「コマニーＳＤＧｓ∞（メビウス）モデル」で目指す 

            環境課題解決と企業価値創造 
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会社概要 
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会社概要 

商　　　　　　号 コマニー株式会社
ＣＯＭＡＮＹ　ＩＮＣ．

住　　　　　　所 石川県小松市工業団地一丁目９３番地

設　　　　　　立 １９６１年８月１８日

資　　本　　 金 ７１億円

従　業　員　数 連結：１，２３４名
単体：１，０８１名
　（２０２０年３月３１日現在）

主な事業内容 パーティション（間仕切）の開発、設計、
製造、販売および施工ならびにパーティ
ション関連の内装工事建具工事
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主な市場 

オフィス 工場 公共施設 

学校 病院・福祉施設 
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経営の理念 

社是 
我等の精神は人道と友愛である 

経営の理念 
全従業員の物心両面の幸福を追求すると同時に、 

人類、社会の進歩発展に貢献する 

すべての人が光り輝く人生を送るために、 
より良く働き、より良く学び、より良く生きるための 

持続可能な環境づくり、人づくりに貢献する 

使命 

経営の信念 
企業は世の中の幸福に貢献するために存在すべきである 
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コマニーＳＤＧｓ ∞（メビウス） モデル 
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ＳＤＧｓ宣言 

２０１８年４月２日 コマニーＳＤＧｓ宣言 
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コマニーＳＤＧｓ ∞ モデル 

「関わるすべての人の幸福に貢献する経営」 

       を実現するための価値創造モデル 
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コマニーＳＤＧｓ ∞ モデル 

プロダクト・サービス ガバナンス 

私たちの事業領域において、ＳＤＧｓ
の各Ｇｏａｌ実現への貢献を通じて、い
かに社会的インパクトを創出するか
を表しています 

私たちに関わる各ステークスホル
ダーに対してＳＤＧｓのどのＧｏａｌ
実現を通じて幸福度向上に貢献
するかを表しています 

レバレッジポイント 
「関わるすべての人の幸福に貢献する経営」を実現するために「ガバナンス」と「プロダ
クト・サービス」を別々に実施するのではなく、相互に働きかけて効果を上げることを
目指して「技術革新」をレバレッジポイントに設定しています。私たちは「技術」を世界
レベルに向上させることを通じてＳＤＧｓ ∞ モデルを持続的に循環させ、企業価値を
最大化させることを目指しています 

ＳＤＧｓの 
経営への実装 
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ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０ 
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コマニーが目指す姿 ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０ 

コマニーを取り巻く社会的課題によるリスクと機会 

４つの取り組むべき課題と 

         ４つの成長領域 
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コマニーが目指す姿 ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０ 

２０３０年までの主な指標 

事業系（経済）の主な指標 社会系の主な指標 環境系の主な指標 

・自立分散型モデル都市づくりの協働 
・分散型の働き方環境の実現 
・ユニバーサルデザイン商品拡充 
・災害時リスク軽減人口１００万人 

・女性従業員比率３０％ 
・女性管理職比率２０％ 
・障害者比率３．５％ 

・エコ商品比率１００％ 
・GHG排出量５０％削減 
・再エネ比率５０％ 
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コマニーが目指す姿 ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０ 

持続可能な地球環境づくり 
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持続可能な地球環境づくり 
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ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０  持続可能な地球環境づくり 

ＳＢＴ(Ｓｃｉｅｎｃｅ Ｂａｓｅｄ Ｔａｒｇｅｔｓ) 

パリ協定（世界の気温上昇を産業革命前より2℃を十
分に下回る水準(Well Below 2℃：WB2℃)に抑え、また
1.5℃に抑えることを目指すもの）が求める水準と整合
した、5年～15年先を目標年として企業が設定する、
温室効果ガス排出削減目標のこと 

環境省：ＳＢＴ詳細資料より抜粋作成 



ＳＢＴのイメージ 
毎年４．２%以上の削減を目安とし、５年～１５年先の目標を設定 

傾き1.23%/年 
(2019年10月15日までは可、 

以降は不可) 

年 

2℃ 

WB2℃ 

1.5℃ 

傾き4.2%/年(推奨) 

温室効果ガス排出量 （Science-Based Target Setting Manual Version 4.0に準拠） 

２℃水準   ：傾き1.23～2.5%/年 
ＷＢ２℃水準：傾き2.5～4.2%/年 
１．５℃水準：傾き4.2%/年～ 

基準年 目標年 

傾き2.5%/年(必須) 
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ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０  持続可能な地球環境づくり 

環境省：ＳＢＴ詳細資料より抜粋作成 
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ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０  持続可能な地球環境づくり 
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ＳＢＴ１．５℃目標の設定  

        ⇒２０２０年４月 ＳＢＴ認定取得 

２０３０年までに２０１８年比で 

Ｓｃｏｐｅ１，２のＧＨＧ排出量を５０．４％削減する 

 ⇒２０１９年は、効率改善による省エネで３．９％削減 

【ＧＨＧ削減目標】 

【サプライヤーエンゲージメント目標】 

Ｓｃｏｐｅ３-カテゴリ１（購入品・サービス）を対象とした 

排出量の８０％に相当するサプライヤー（約１３０社）に対し 

２０２４年までにＳＢＴ基準に沿って目標を設定して頂く 

 ⇒サプライヤーに対するエンゲージメント活動を展開中 

ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０  持続可能な地球環境づくり 

※認定取得に向けては、 

   『株式会社ウェイストボックス』様から支援を頂いた 
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「再エネ１００宣言 ＲＥ Ａｃｔｉｏｎ」への参加 

再エネ１００%達成目標年 ２０４０年 

中間目標 

 ２０２４年 ３０％ 

 ２０２７年 ４０％ 

 ２０３０年 ５０％ 

ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０  持続可能な地球環境づくり 

２０１９年１０月 

初回参加 
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２０３０年 ＧＨＧ５０％削減／再エネ割合５０％達成イメージ 

１８．１％ ▲１６．８％

▲１３．１％

▲１４．３％

▲４．０％
▲１７．０％

▲３．３％

Ｇ
Ｈ

Ｇ
排

出
量

 ２０１８年 

企業成長 

基準年 
排出量 

生産性向上 

省エネ改善 

排出係数 
改善 

２０３０年 
５０．４％削減 

自社努力による改善 成行きでの増減 
環境変化に
よる改善 

ＦＥＭＳ導入
課題解決 

・ＰＰＡ方式 

 自家消費型 

 太陽光発電 

・再エネ電力購入 

・クレジット活用 

再エネ改善 
再エネ率５０％ 

※電力によるＣＯ２排出量の増減は、３５％削減係数にて算出 

再エネ１００宣言とＳＢＴ認定を 

融合させ再エネと省エネの両面で 

ＧＨＧ削減を図っていく 

新技術 

ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０  持続可能な地球環境づくり 
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ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０  持続可能な地球環境づくり 

２０３０年 ＧＨＧ５０％削減／再エネ割合５０％シナリオ 
２０２１年

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

再エネ１００宣言／ＳＢＴ認定取得

再エネ１００宣言 ReActionへの参加 ◎
２０１９年１０月参加

ＳＢＴイニシアチブ取得 ◎
２０２０年４月認定取得

地球温暖化ガス削減施策

Ｓｃｏｐｅ１＋２削減施策

働き方改革

（業務効率改善１５．０％）

Ｓｃｏｐｅ２削減施策

省エネ施策

ＦＥＭＳ導入

ＦＥＭＳによる課題抽出と省エネアイテム実行

　（省エネ改善：電気使用量３０．０％削減）

本社事務所棟・拠点事務所ＬＥＤ化

再エネ施策

ＰＰＡ方式自家消費型太陽光発電導入

（６００ｋｗ）

新技術

（大型リチウム電池の実用化に伴う導入）

クリーン電力購入

　（再エネ電力）

既存発電システム自家消費

Ｓｃｏｐｅ３削減施策

パートナー（サプライチェーン）への働きかけ

エンゲージ目標の設定

（Ｓｃｏｐｅ３全体の２／３以上のカバー必要）

パートナー（サプライチェーン）との改善実施

新技術・インフラ整備

電力会社の排出係数改善

（２０３０年には２０１３年比３５％削減）

新技術

（新風力・新バイオ・貯留等）

２０２０年

－

－

13.1%

14.3%

16.8%

3.3%

－ －

－ －

－ －

9.0% 34.5%

－ －

3.0% 11.6%

1.0% 3.9%

0.2% －

－ －

－

２０３０年
以降

削減率
２０１８年比

２０３０年
再エネ割合

２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 ２０２４年 ２０２５年 ２０３０年
２０１９年

最低でも５年ごとに目標の見直しが必要
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太陽光発電システムの設置 

※将来的には自家消費に切り替える 

既存メガソーラー発電システム（ＦＩＴ） 

     写真手前：４００ｋＷ   写真奥：６００ｋＷ 

ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０  持続可能な地球環境づくり 

２０２１年３月には６００ｋＷの 

  ＰＰＡ方式自家消費型太陽光発電導入予定！！ 
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２０２１年３月 エネルギー管理システムＦＥＭＳ導入 

ＦＥＭＳを導入し、エネルギーの見える化を行ない、 

効果が高く即効性のある省エネ改善を推進していく 

ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０  持続可能な地球環境づくり 

第三工場

設備照明 空調

第四工場

設備照明 空調

第二工場

設備照明 空調

第一工場

設備照明 空調

工場全体

５３０千ｋＷｈ
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地球環境を考えた商品づくり ＦＳＣ認証取得 

環境を考慮した材料の調達 

適正に管理された森林の木材を適正に活用した商品の普及 

ＲＯＡＤ ｔｏ ２０３０  持続可能な地球環境づくり 

ＦＳＣ認証とは、適正に管理された森林の木材を適正に活用
し商品として供給していることを認証する制度のことで、環境
面だけでなく、児童労働などの問題のないサプライチェーンも
意識している 

２０２０年７月 
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社会貢献と価値向上 
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社会貢献と価値向上 

広島ＳＤＧｓビジネスコンテスト優秀賞受賞 

２０１８年１１月 
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社会貢献と価値向上 

ＳＤＧｓ推進に関するパートナー協定 

小松市×コマニー パートナー協定締結 

２０１９年６月 
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社会貢献と価値向上 

国連グローバル・コンパクト 

日中韓ラウンドテーブルの招待を受け、 

弊社、塚本常務が発表 

２０１９年８月 
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社会貢献と価値向上 

グリーン購入大賞（大企業部門） 大賞受賞 

第２０回グリーン購入大賞表彰 

２０１９年１２月 
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社会貢献と価値向上 

ＪＭＡＱＡ  ＡＷＡＲＤＳ  ２０２０受賞 

ＪＭＡＱＡの登録団体を対象に、ＳＤＧｓ、ＩＳＯと事業活動を一本
化させ、ＩＳＯのマネジメントシステムを上手く活用し成長している
団体として受賞 

２０２０年３月 
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社会貢献と価値向上 

日経ＳＤＧｓ経営調査で「★★★★」獲得 

１１月１７日付、日本経済新聞朝刊に掲載された同新聞社
主催の「ＳＤＧｓ経営調査」において四つ星評価を獲得 

２０２０年１１月 

【総合評価：★★★★】 

主な四つ星評価企業 

旭化成、アシックス、出光興産、ＡＮＡホールディングス、小野薬品工業、
カゴメ、キャノン、キューピー、京セラ、ヤマハ発動機、  ・・・ｅｔｃ 

SDGs
戦略・経済
価値評価

社会価値
評　価

環境価値
評　価

ガバナンス
評　価

S A＋ S A＋



32 



33 

ご清聴ありがとうございました 

資料作成 林  均 


